
 

 

 

 

 

 

            言葉の力 

                                  校長 渡邊 勝利 

初夏の香りが漂う６月となりました。少しずつ気温と湿度が高くなり、 

間もなく梅雨入りとなります。梅雨といえば雨。雨を好きではない人は多 

いですね。洋服が濡れる、洗濯物が乾かない、髪型が決まらない、傘が 

めんどくさい、雨の音が嫌い、頭痛や肩こりがする、発作が増える…など、 

色々ありそうです。雨が好きな人もいますよね。私がそうですが、読書や勉 

強に集中できる、リラックスできる、匂いが好き、音が好き…などです。 

同じ雨でも、人によって捉え方は違います。そこから発せられる感想も違います。雨が好きな人

からは肯定的な言葉、嫌いな人からは否定的な言葉が発せられます。昔から「言葉には不思議な

力が宿る」と考えられています。例えばサッカーの試合で１点差で負けていてロスタイム。残りわず

か。そんな時「絶対に追いつける！」と言うか、「もう駄目だ!」と言うかで、結果に大きな違いが生

まれることがあります。科学的な根拠があるか分かりませんが、言葉は集団のやる気や雰囲気に

大きな影響を与えると言えます。 

さいたま市では、「心を潤す４つの言葉」（おはようございます・はい・ありがとうございます・ごめ

んなさい）を設定し、積極的に気持ちのよいあいさつや返事、心をこめた素直な言葉を交わすこと

に力を入れています。本校でも、あいさつや言葉遣いを大切にし、温かく一体感のある学校づくり

を目指しています。肯定的な言葉で接し、進歩や成長をともに喜び、共感的な態度で接する姿勢

を大切にしています。学校が楽しい、先生や友だちと会いたい、そんな声が多く聞こえてくる潤いの

ある教育環境の整備に努めていきます。 

子どもたちの出会いから２か月が過ぎました。毎日あいさつを交わす中で、笑顔を見せてくれた

り、握手をしてくれたり、４月当初と比べると距離が縮まり、心が通じ合い、気持ちのよい空間が生

まれています。清々しい１日のスタートとなるよう、これからも続けていきたいと思います。 

６月は、待ちに待ったスポーツフェスティバルの開催です。今年のスローガンは、『元気・協力・

絆』です。子どもたちがいきいきと活動し、思い出に残るスポーツフェスティバルにしていきたいと

思います。保護者の皆様の温かいご声援を宜しくお願いします。 
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６月は「いじめ撲滅強化月間」です。市立全小・中・高等・中等教育・特別支援学校に

おいて、いじめ問題について考え、いじめを許さない集団づくり、いじめが起きない学

校づくりを目指す取組です。本校では、「ストップいじめ！」啓発用ポスターを活用した、

学級スローガンづくりを行います。 

何か不安なことや気になることがありましたら、遠慮なくご相談ください。 

 

 

 

 



　 　


